
(57)【要約】

【課題】パソコンあるいはＰＤＡ等の情報端末機器等の

内部に組込む小型アンテナにおいて、アンテナエレメン

ト部の強度が向上し、しかも小型化を可能としたアンテ

ナを提供する。

【解決手段】アース電極（３）上に短絡部材（４）を介

してアンテナエレメント（２）を対向設置するとともに

、アンテナエレメント（２）とアース電極（３）との間

に誘電部材（５）を介在させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア ー ス 電 極 上 に 短 絡 部 材 を 介 し て ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 対 向 設 置 さ れ 、 そ の 際 、 該 ア ン テ
ナ エ レ メ ン ト と ア ー ス 電 極 と の 間 に 誘 電 部 材 が 介 在 し て い る こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
該 誘 電 部 材 が Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 パ ソ コ ン 、 Ｐ Ｄ Ａ （ 携 帯 型 情 報 機 器 ） 、 携 帯 電 話 、 あ る い は Ｖ Ｉ Ｃ Ｓ な ど の 情
報 端 末 機 器 等 に 内 蔵 さ せ る 多 周 波 小 型 ア ン テ ナ の エ レ メ ン ト の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ あ る い は Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ （ 近 距 離 無 線 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム ） 搭 載 の
Ｐ Ｄ Ａ 等 に お い て は 、 ア ン テ ナ の 小 型 化 、 多 周 波 化 の た め 、 ま す ま す エ レ メ ン ト の 厚 さ が
薄 く な っ て 来 て い る 。 こ の た め 、 そ の 弊 害 と し て ア ン テ ナ の 製 造 工 程 に お い て 、 作 業 者 の
取 扱 時 の 不 注 意 等 に よ り エ レ メ ン ト を 変 形 さ せ て し ま い 、 正 規 の 周 波 数 が 送 受 信 で き な く
な る と い う ト ラ ブ ル （ 所 謂 、 共 振 周 波 数 ず れ ） が 生 じ て い る 。
そ こ で 、 こ の 問 題 に 対 応 す る た め 、 フ ィ ル ム ア ン テ ナ の ア ン テ ナ 層 及 び ア ン テ ナ 層 を 支 持
す る 支 持 層 を 保 護 す る 保 護 層 を 設 け た 平 面 ア ン テ ナ が 提 案 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ３ １ ４ １ 号 公 報 （ 特 許 請 求 の 範 囲 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 パ ソ コ ン 、 あ る い は Ｐ Ｄ Ａ 等 の 情 報 端 末 機 器 等 の 内 部 に 組
込 む ア ン テ ナ に お い て 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 部 の 強 度 が 向 上 し 、 し か も 小 型 化 を 可 能 と し
た ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 等 は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と ア ー ス 電 極 と の 間 に 誘 電 部 材 を 挿 入 す る こ と に よ り
、 該 エ レ メ ン ト の 強 度 を 向 上 さ せ る と と も に ア ン テ ナ 全 体 と し て の コ ン パ ク ト 化 を 実 現 す
る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
か く し て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ー ス 電 極 上 に 短 絡 部 材 を 介 し て ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 対 向
設 置 さ れ 、 そ の 際 、 該 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と ア ー ス 電 極 と の 間 に 誘 電 部 材 が 介 在 し て い る
こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の ア ン テ ナ を 情 報 端 末 機 器 に 内 蔵 さ せ た 例 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の ア ン テ ナ の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
図 １ に お い て 、 （ １ ） は ア ン テ ナ 、 （ ２ ） は ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ 放 射 電 極 ） 、 （ ３ ） は
金 属 部 材 か ら な る ア ー ス 電 極 、 （ ４ ） は ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ） と
を 電 気 的 に 接 続 す る 短 絡 部 材 、 （ ５ ） は ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ） と
の 間 に 挿 入 し た 誘 電 部 材 、 （ ６ ） は 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル で あ る 。 こ の 図 １ で は 、 ア ン テ ナ
エ レ メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ） は 、 間 隔 を お い た 面 平 行 状 態 で 示 さ れ て い る が 、 こ
の 他 、 両 面 間 に 角 度 を つ け た 状 態 、 例 え ば 仰 角 が ９ ０ 度 以 下 の 状 態 で 対 向 設 置 し て も よ い
。

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-128741 A 2004.4.22



【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 で 特 徴 的 な こ と は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ） と の 間 に 誘 電 部
材 （ ５ ） を 挿 入 し た こ と に あ る 。 こ う す る こ と に よ り 、 短 絡 部 材 （ ４ ） で 言 わ ば 片 持 ち 状
態 に あ っ た ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） が 補 強 さ れ て そ の 強 度 が 大 幅 に 向 上 す る 。 同 時 に ア
ン テ ナ エ レ メ ン ト 自 身 の 寸 法 の 短 縮 化 が 可 能 と な る 。 以 下 、 こ の 点 に つ い て さ ら に 詳 細 に
説 明 す る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の ア ン テ ナ で は 、 切 片 状 の 放 射 電 極 、 す な わ ち ア ン テ ナ エ レ メ
ン ト （ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 片 の 長 さ は 採 択 し よ う と す る 波 長 の １ ／ ４ の 長 さ に
設 定 し 、 ま た 切 片 の 幅 は １ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 範 囲 か ら 適 宜 採 択 す る 。 ま た 、 厚 さ に つ い て は
格 段 の 制 約 は な い が 、 誘 電 部 材 （ ５ ） で 補 強 さ れ て い る の で ０ ． ４ ｍ ｍ 程 度 の 厚 さ で 十 分
で あ る 。 こ の ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） の 材 質 と し て は 、 洋 白 （ 白 銅 ） 、 銅 、 鉄 、 黄 銅 等
の 導 電 性 の 金 属 が 望 ま し い 。
こ こ で 、 誘 電 部 材 （ ５ ） と し て は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） の 短 縮 化 を 計 る 意 味 で も で
き る だ け 低 誘 電 率 の 部 材 が 好 ま し い 。 具 体 例 と し て は 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 フ ッ 素 樹 脂 、 あ る い
は ポ リ エ チ レ ン 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 が 挙 げ ら れ る が 、 取 分 け Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 が 好 ま し い 。 こ の と
き の 誘 電 部 材 （ ５ ） の 縦 横 寸 法 は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） の 縦 横 寸 法 以 上 で あ れ ば 、
特 段 の 制 約 は な い 。 高 さ 寸 法 （ 形 状 ） は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ）
と の 間 の 間 隔 あ る い は 前 記 し た 仰 角 に 応 じ た 空 間 に 対 応 す る 形 状 と す る の が 望 ま し い 。 そ
し て 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ） と の 間 に 誘 電 部 材 （ ５ ） を 介 在 さ せ
る 際 に は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） 及 び ア ー ス 電 極 （ ３ ） に 接 す る 誘 電 部 材 （ ５ ） の 各
端 面 を 溶 融 し て 、 該 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） 及 び ア ー ス 電 極 （ ３ ） に 溶 着 す る か 、 接 着
材 等 で 固 着 す れ ば よ い 。 そ の 結 果 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） は 誘 電 部 材 （ ５ ） と 一 体 的
に 保 持 さ れ る の で 、 外 力 に よ る 曲 が り の 懸 念 が 解 消 さ れ る 。
以 上 の 構 成 に 、 さ ら に 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル （ ６ ） が 付 設 さ れ る 。 そ の 際 、 該 ケ ー ブ ル の 内
部 導 体 は ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） 部 に 位 置 す る 内 部 導 体 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 点 （ Ｓ １ ）
に 接 続 さ れ 他 方 、 外 部 導 体 は ア ー ス 電 極 （ ３ ） 部 に 位 置 す る 外 部 導 体 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合
点 、 す な わ ち ア ー ス ポ イ ン ト （ Ｓ ２ ） に 接 続 さ れ る 。 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル （ ６ ） と し て は
、 公 知 の フ ッ 素 樹 脂 被 覆 等 の 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル が 採 用 さ れ る 。 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル （ ６
） を ２ つ の イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 点 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） に 接 続 す る に は 、 ハ ン ダ 付 あ る い は 超 音
波 接 続 等 を 利 用 す れ ば よ い 。
上 記 の 態 様 で は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） が 一 個 、 す な わ ち 単 周 波 用 の 場 合 に つ い て 述
べ た が 、 こ の エ レ メ ン ト 自 体 は 長 さ の 異 な る も の を 複 数 個 設 置 し て 多 周 波 用 に し て も よ い
。 ま た 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ ２ ） と 短 絡 板 （ ４ ） と を 別 体 と し た が 、 こ れ ら は 必 ず し も
別 体 と す る 必 要 は な く 一 体 化 し て も よ い 。 さ ら に 、 ア ー ス 電 極 （ ３ ） に つ い て も 、 こ こ で
は 別 体 と し た が 、 設 置 す る 情 報 端 末 機 器 内 部 の 金 属 製 筐 体 等 導 電 部 材 を 利 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 に 、 図 １ の 態 様 に お い て 、 情 報 端 末 機 器 で あ る パ ソ コ ン に 内 蔵 さ せ た ア ン テ ナ と し て
の 具 体 例 を 示 す 。
先 ず 、 ５ Ｇ Ｈ ｚ 帯 の 波 長 に 対 応 す る 幅 １ ． ５ ｍ ｍ 、 長 さ １ ４ ｍ ｍ の ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （
２ ） を 間 隔 ３ ． ５ ｍ ｍ を 開 け ア ー ス 電 極 （ ３ ） と 平 行 と な る よ う 配 置 す る 。 ア ン テ ナ エ レ
メ ン ト （ ２ ） と ア ー ス 電 極 （ ３ ） と の 間 に は Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 （ 商 品 名 「 Ｋ Ｕ ２ － １ ５ １ ８ 」 、
神 戸 ス チ ー ル 株 式 会 社 製 ） か ら な る 誘 電 部 材 （ ５ ） を 挿 入 し 、 溶 着 方 式 に て 該 エ レ メ ン ト
（ ２ ） 及 び ア ー ス 電 極 （ ３ ） に 固 着 す る 。
次 に 、 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 点 （ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） に 外 径 ０ ． ９ ３ ｍ ｍ 、 導 体 径 ０ ． ２ ４ ｍ ｍ 、
の フ ッ 素 樹 脂 （ Ｐ Ｆ Ａ ） 同 軸 ケ ー ブ ル の 内 部 導 体 お よ び 外 部 導 体 を そ れ ぞ れ ハ ン ダ に よ り
接 続 す る こ と に よ り 、 パ ソ コ ン 内 蔵 用 ア ン テ ナ が 完 成 す る 。
本 発 明 の ア ン テ ナ は 、 パ ソ コ ン の 他 に 、 Ｐ Ｄ Ａ 、 携 帯 電 話 、 あ る い は Ｖ Ｉ Ｃ Ｓ 等 、 各 種 情
報 端 末 機 器 を 始 め と し て 、 家 電 製 品 、 自 動 車 関 連 機 器 へ も 同 様 に 内 蔵 で き る 。 も ち ろ ん 、
本 発 明 の 思 想 の 範 囲 内 で あ れ ば 、 種 々 の 変 更 お よ び 応 用 が 可 能 で あ る こ と は 言 う ま で も な
い 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の ア ン テ ナ で は 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と ア ー ス 電 極 と の 間 に は 誘 電 部 材 が 強 固 に 固
定 さ れ た 状 態 で 介 在 し て い る の で 、 従 来 の よ う に ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 曲 が っ て し ま う 懸
念 が な く 、 し た が っ て 、 こ の 曲 が り に 起 因 す る 共 振 周 波 数 ず れ に よ る 通 信 ト ラ ブ ル が 解 消
で き る 。
さ ら に 、 該 誘 電 部 材 と し て 、 低 誘 電 率 の も の を 採 用 す る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト
の 短 縮 化 も 併 せ て 実 現 さ れ る と い う 格 別 顕 著 な 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ア ン テ ナ の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 ア ン テ ナ
２ 　 　 　 　 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト （ 放 射 電 極 ）
３ 　 　 　 　 ア ー ス 電 極
４ 　 　 　 　 短 絡 部 材
５ 　 　 　 　 誘 電 部 材
６ 　 　 　 　 高 周 波 同 軸 ケ ー ブ ル
Ｓ １ 　 　 内 部 導 体 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 点
Ｓ ２ 　 　 外 部 導 体 イ ン ピ ー ダ ン ス 整 合 点 （ ア ー ス ポ イ ン ト ）
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